
別記様式  

令和７年度学校評価報告書  

令和８年（2026年）３月19日    

 北海道教育委員会教育長  様  

                             北海道札幌平岡高等学校長  水 澤 弘 幸 

 次のとおり令和７年度の学校評価について報告します。  

 

１ 本年度の重点目標  

１ 教育活動に主体的に取り組み、自分の夢や目標を大切にし、達成に向けて継続的に努力する生徒

を育成する。  

２ 互いを認め合い高め合うとともに、自他の生命を尊重し行動する生徒を育成する。  

３ 基本的な生活習慣や規範意識を身に付け、自律的に行動する生徒を育成する。  

４ 望ましい職業観・勤労観を身に付け、社会及び職業に円滑に移行できる生徒を育成する。  

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策  

評価項目  自己評価の結果  学校関係者評価の結果  

学習指導  

●授業規律の確立については、保護者評価も

自己評価も高い状況であるが、相互の授業

参観やICTの活用、家庭学習の取組に課題

がある。  

●ICTの活用は、かなり進めることができた

が、生徒が協働して学ぶ取組への活用など

に課題がある。継続して研修を進める必要

がある。  

●朝学習の時間で学習支援クラウドサービ

スを活用し、自学の取組の充実を図った。 

・アンケートでは、高い結果が出ており一

定の評価はできるが、 100％ではない。

少数の意見も配慮し、検証分析し対応す

べきである。  

・学習支援クラウドサービスについて、有

効活用がされていると評価できる。若い

生徒の方が端末の使い方に慣れている

面もあるので、生徒の捜査能力を活かす

ことが有効である。  

改善方策  

◎生徒同士の対話や発表を軸とした「アウトプット型」の授業スタイルへの転換を図る

ため、ICTの活用研修をさらに充実させる。  

◎家庭学習の可視化を図るため、学習支援クラウドサービスを効果的に活用する。  

生徒指導  

●生徒が友人と良好な関係を築き、いじめの

ない安心安全な学校生活を送るよう指導

に努め、保護者評価のポイントを上げるこ

とができた。  

●ＳＮＳの使い方が原因のトラブルが多く

なっており、指導を強化した。  

●自転車の事故や近隣からの注意が数件あ

った。その都度クラスで注意をしている

が、なかなか減らなかった。  

・地区の中学校や高校が参加している教護

協会では、SNSの監視方法など有効な指

導の報告もある。地域の力を活用し、充

実改善を図ることが有効である。  

・自転車の事故については、校舎前の道路

が私道であることを明確化し、事故防止

に努めることを早急に取り組むことが

必要である。  

・自転車のルールについて、生徒自身が主

体となった啓発活動が有効である。  

改善方策  

◎４月からの自転車の交通ルールの変更（反則金制度導入）に対応するため、４月当初

から外部講師を活用し、交通規則遵守を徹底する。  

◎教員によるＳＮＳの使い方指導に力を入れ、良好な人間関係づくりをサポートする。  

進路指導  

●進路ガイダンスや進路通信の発行、模擬試

験の実施に力を入れた結果、自己評価を上

げることができた。  

●総合型・学校推薦型入試（年内入試）の希

望者増加により、指導体制を改善し、進路

結果につなげることができた。  

・大学に進学しても辞めてしまう学生もい

る。進路を決定する際のガイダンスの強

化や、オープンキャンパスの積極的参加

を促すことが大切である。  

・年内入試で早く進路を決定した生徒に対

する指導を充実する必要がある。  

改善方策  
◎進路のミスマッチを減らすため、進路希望別ガイダンスを充実させる。  

◎年内入試の指導体制を継続すると共に、進路早期決定者への指導を充実させる。  

健康安全  

●身体や性、薬物に関する適切な知識を持

ち、健康かつ安心な生活を送る指導に努

め、保護者評価のポイントを上げることが

できた。  

・講話等で当事者を講師に招き、生の声を

聞く機会を設けることにより、生徒にダ

イレクトに伝えることが有効である。  

改善方策  
◎生徒が安心な生活を送ることができるよう、当事者意識を醸成する健康安全に係る教

育活動をさらに充実させる。  

公表方法  本校ＨＰに掲載するとともに、４月に実施されるＰＴＡ総会で校長より説明する。  

３ 添付資料 令和７年度学校評価アンケート（保護者回答）結果  

       令和７年度学校評価（教員による）自己評価結果  


